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一票差で野中氏当選会長選実施、

第
二
七
二
回
臨
時
代
議
員
会
が

凶
月
二
十
八
日
、
口
院
小
講
堂
で

開
催
さ
れ
た
。

前
回
に
引
き
続
き
今
回
も
会
長

選
を
含
む
役
己
戸
選
挙
が
行
わ
れ
る

と
あ
っ
て
、
会
場
前
に
は
相
対
す

る
陣
営
の
候
補
者
た
ち
が
列
を
な

し
て
投
票
を
呼
び
掛
け
る
ピ
ラ
を

配
布
し
て
お
り
、
異
様
な
ま
で
の

熱
気
が
た
ち
こ
め
て
い
た
。

中
村
智
仮
議
長
が
会
の
成
す
一を

宣
言
し
た
あ
と
、
鈴
木
聴
男
会
長

は

「大
震
災
の
被
災
者
と
、
都
内

で
停
電
な
ど
の
た
め
に
被
害
を
こ

う
む
っ
た
会
員
に
、
心
か
ち
お
U
見

舞
い
を
申
し
上
げ
る
。
新
し
い
定

款
施
行
制
則
に
も
と
づ
い
て
選
出

さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
の
も
と

で
、
選
挙
が
厳
半
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

日
相
に
従
い
、
ま
ず
代
議
員
会

議
長
選
挙
。
立
候
補
者

一
名
の
た

め
投
票
を
省
附
し
、
真
鍋
勉
民

(西
多
摩
)
が
当
選
。
副
議
長
は

杉
田
尚
史
氏
(
板
橋
区
)
と
厚
治

秀
行
氏

(港
区
)
が
立
候
補
。
投

京
の
絹
川州
、
杉
田
氏
士
二
束
、

厚
治
氏
二
七
票
で
杉
田
氏
が
当
選挨拶する野中会長

し
た
。

続
い
て
堀
内
健
二
郎
選
挙
管
理

委
員
長

(板
橋
区
)
の
挨
拶
と
選

挙
管
理
委
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
た

の
ち
、
い
よ
い
よ
会
長
選
挙
が
行

わ
れ
た
。
投
票
数

二ハ
九
、
有
効

一
六
七
、
無
効
一
寸
鈴
木
聴
男
氏

(渋
谷
区
)
八
三
票
、
野
中
博
氏
(
浅

草
)
八
問
票
で
野
山
氏
当
選
と
い

う
結
呆
が
発
表
さ
れ
た
と
た
ん
、

会
場
は
複
雑
な
ど
よ
め
き
に
包
ま

才
た休

憩
後
の
副
会
長
選
挙
は
四
氏

が
立
候
補
し
、
一
票
に
つ
き
二
名

連
記
で
投
票
が
行
わ
れ
た
。
近
藤

太
郎
氏
(
渋
谷
区
)
九
五
票
、
弓

倉
整
氏
七
八
票
、
尾
崎
治
夫
氏

八
二
崇
、
玉
木
一
弘
氏
七
九
票
で
、

近
藤

・
尼
崎
両
氏
が
当
選
し
た
。

定
款
に
よ
る
大
学
医
師
会
珂
事

は
無
投
票
で
弦
間
昭
彦
氏
(
日
医

大
)
に
決
定
。
理
事
は
定
員
十

一

名
の
と
こ
ろ
十
九
名
が
立
候
補
し

て
い
た
が
、
江
本
秀
斗
氏
、
清
水

恵
一
郎
氏
、
松
平
隆
光
氏
、
道
永

麻
里
氏
、
大
橋
克
洋
氏
、
安
倍

智
氏
が
立
候
補
を
辞
退
し
た
た

め
、
十
三
名
の
候
補
者
で
選
挙
が

行
わ
れ
た
。
一
票
に
つ
き
十
一
名

連
記
、
投
票
総
数
一
五
九
、
有
効

一
五
O
、
無
効
九
、
高
瀬
茂
氏
(吊

川
区
)
一

0
0、
林
滋
氏

(板

橋
区
)
二
ニ
八
、
山
川
い
づ
み
氏

(葛
飾
区
)一.一
九
、車
沼
剛
民
(H

本
橋
)
二
ニ
八
、橋
本
雄
幸
氏
(港

区
)

=
=
寸

用
田
徹
氏
(
三

間
市
)一

四
六
、平
川
博
之
氏
(八

王
子
市
)

一
同
一一
、
野
津
原
崇

氏
(
田
園
調
布
)一

凶
O
、
猪
口

E
孝
氏

(葛
飾
区
)
二
一七
、
堀

田
高
士
子
氏

(
都
リ
ハ
病
院
)

八
回
、
竹
下
俊
文
氏

(中
野
区
)

一
三
五
、
渡
辺
象
氏

(大
森
)

一三
七
、
松
本
賢
治
氏
(
杉
品
川
区
)

二
二
黒
と
な
り
、
上
位
十
一
氏

が
当
選
し
た
(
別
表
参
照
)。

剖

職
理
事
は
野
津
原

・
靖
国
両
氏
の

み
で
、
残
る
九
名
は
新

理
事
で
あ
る
。

監
事
は
久
保
嶋
武
仁

氏
が
ウ
候
補
を
辞
退

し
た
た
め
、
荒
木
醤
達

氏

(町
出
市
)、
清
水

美
津
子
氏
(世
田
谷
町仇
)

の
両
名
が
無
投
票
で
、

ま
た
医
泊
者
議
委
員
は

立
候
補
者
数
が
定
員
と

同
数
の
た
め
無
投
票
で

当
選
が
決
ま
っ
た
。

任
期
は
平
成
二
十
三
年

同
月
二
十
八
日
か
ち

一一
卜
五
年
三
月
三
十一

日
ま
で
。

選
挙
終
了
後
、
野
中

新
会
長
は
「
ま
た
み
な

さ
ん
と

一
緒
に
働
く
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し

い
。
医
療
は
困
民
の
も

の
で
あ
り
、
弱
者
へ
の

思
い
や
り
を
大
切
に
し

た
い
。
医
療
の
剃
場
、

地
区
医
師
会
の
活
動
を

重
視
し
た
新
し
い
医
師

会
活
動
の
モ
デ
ル
を
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作
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
、
新
役
員
を
紹
介
し
、
四
時
間

余
り
に
わ
た
っ
た
代
議
員
会
を
閉

じ
た
口

選出された役員等を紹介する野中会長

社団法人東京都医師会

会長野中 博
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率3民平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
六

回
に
、

「子
宮
門
頚
が
ん
等
ワ
ク
チ

ン
接
種
緊
急
促
進
臨
時
特
例
交
付

金
」
に
対
す
る
補
正
予
算
が
成
立

し
た
。

H
P
Vワ
ク
チ
ン
、

H
i

b
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
半
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
公
費
負
担
を
し

て
、
接
種
率
を
上
げ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

同
が
そ
れ
ぞ
れ
の
接
種
料
の
基

準
単
価
を
定
め
た
が
、
こ
れ
は
診

療
報
酬
、
ワ
ク
チ
ン
単
価
に
見

合
っ
た
金
額
で
あ
っ
た
。
そ
の
尚
早

価
の
九
割
を
園
、
区
市
町
村
で
半

分
ず
つ
負
担
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
残
り
の

一
割
を
白
己
員
担

|第m 回(臨時)役員選挙結果

と
す
る
か
公
賀
負
担

εす
る
の
か

が
、
行
政
と
の
調
整
に
委
ね
ち
れ

た
形
で
あ
る
。
残
念
な
が
色
、
自

己
貸
担
の
軽
減
は
難
し
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

医
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
以
前

よ
り
公
費
負
担
を
し
て
い
る
所
も

あ
っ
た
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度

を
待
た
ず
に
基
金
に
よ
る
接
種
を

開
始
し
た
市
医
町
村
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
問
題
が
生
じ

た
。
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
数

が
足
り
な
く
な
り
、
製
誕
会
社
が

国
あ
る
い
は
医
師
会
と
の
協
議
も

せ
ず
に
、
医
療
機
関
に
「
供
給
数

が
少
な
い
た
め
、
新
制
の
接
種
は

延
期
を
し
、
二
四
回
、
三
回
目
の

れさ代
撃たれ議凶

口、員月
柏会会二
果長かi十
Lま lま日 J¥
以か本目
下役医酬
の 員師告
と 等会工:
お のにと

公 り 選お日

長。 京ぞZ
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理 副

長事

-
東
京
都
医
師
会
代
議
員
会

議

長

真

鍋

勉

(
西
多

摩
)

副
議
長

*
杉
田

尚
史

(板
橋
区
)

-
東
京
都
医
師
会

会

長

*
野

中

博

(浅

申
、ーノ

出
世
種
を
優
先
す
る
よ
う
に
」

と
説
明
に
回
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
乙
れ
は
現
場
の

混
乱
を
招
い
た
。
そ
の
後
、

国
と
の
協
議
を
し
、
改
め
て

今
後
の
対
応
を
決
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

そ
の
問
題
か
よ
う
や
く
落

ち
着
こ
う
と
す
る
と
き
に
、

ま
た
問
題
が
生
じ
た
。

H
i

b
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
同
時
接
種
後
に
亡
く

な
っ
た
方
が
六
例
報
告
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
国
は
、
直
ち
に
接
種
の

見
合
わ
せ
を
決
定
し
た
。
今
回
も
、

マ
ス
コ
ミ
の
情
報
の
ほ
う
が
都
道

府
県
か
ら
の
情
報
よ
り
も
早
か
っ

た
。
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
場
の
医
療
機

関
に
伝
え
る
の
が
先
決
で
あ
ろ

う
。
国
は
、
全
く
情
報
伝
達
に
関

し
て
改
善
し
よ
う
と
い
う
努
力
を

し
て
い
な
い
。

こ
の
発
表
が
あ
っ
た
の
は
金
曜

日
の
夜
で
あ
り
、
し
か
も
国
と
日

本
医
師
会
が
行
っ
て
い
る
「
こ
ど

も
予
防
接
揖
何
週
間
」
の
最
中
で

中小
近
藤

*
尾
崎

太
郎
(
渋
谷
区
)

治
夫
(
東
久
留
米
)

*
弦
間
昭
彦
(
日
医
大
)

野
津
原
崇
(
出
国
調
布
)

角
田
徹
(
一
ニ
踊
市
)

*
山
口
い
づ
み
(
萄
飾
区
)

*
林

滋

(

板

橋

区

)

*
竹
下
俊
文
(
中
野
区
)

*
渡

辺

象

(

大

森

)

*
松
本
賢
治
(
杉
並
区
)

*
平
川
博
之

(八
王
子
市
)

*
猪
口
市
孝
(
葛
飾
区
)

*
橋

本

雄

幸

(

港

区

)

*
逼

沼

剛

(

日

本

橋

)

あ
っ
た
。
週
末
も
多
く
の
子
ど
も

連
が
予
防
接
種
の
予
約
を
し
て
い

た
乙
と
が
想
像
さ
れ
る
。
事
故
が

な
く
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
塑
木

で
あ
っ
た
た
め
に
、
各
地
区
医
帥

会
の
会
長
先
生
方
に
は
、
非
常
に

ご
負
担
を
お
か
け
し
た
乙
と
を
お

詫
び
し
た
い
。

こ
の
「
子
宮
頚
が
ん
等
ワ
ク
チ

ン
接
穂
促
進
基
金
」
事
業
は
、
一

年
間
で
あ
る
。
そ
の
後
の
見
通
し

は
立
っ
て
い
な
い
。
定
期
接
種
化

さ
れ
る
と
の
話
は
あ
る
が
、
は
っ

き
り
と
は
し
て
い
な
い
。
日
本
の

予
防
接
種
は
、
先
進
国
の
中
で
も

遅
れ
て
い
る
と
は
よ
く
い
わ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
業
が
開
附

さ
れ
る
前
に
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ

た
が
、
今
後
の
順
調
な
運
営
が
で

き
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

本
来
、
予
防
接
種
事
業
は
、
閏

が
実
胞
主
体
に
な
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
地
域
格
差
を
作
っ
て

は
な
ち
な
い
。
今
岡
の
事
業
に
つ

い
て
も
、
財
政
よ
の
問
題
か
ら
公

費
負
担
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と

を
、
国
に
理
解
し
て
ほ
し
い
。

医監
i菖
審
議
委
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事

*
清
水
美
津
子
(
世
田
谷
区
)

荒
木
醤
遥
(
町
田
市
)

和
夫
(
江
一戸
川
区
)

道
隆
(
世
田
谷
区
)

時
夫
(
練
馬
区
)

晴
夫
(
曹
鳥
区
)

栄
次
(
西
多
摩
)

彰

彦

(

大

森

)

建
昭
(
中
野
区
)

龍
徳

(品
川
区
)

秀
彦
(
小
石

川
)

時
子

(葛
飾
区
)

雅
彦
(
北
多
摩
)

選
準与

4す‘

圃富
劃責

東
京
都
医
師
会
選
挙
管
理
委
員

会
は
、
市
成
二
十
三
年
二
月
十
七

日
開
催
の
第
二
七

O
回
(
臨
時
)

代
議
員
会
に
お
い
て
設
置
が
承
認

さ
れ
た
。

第
一
回
委
員
会
が
四
月
六
日
に

開
催
さ
れ
、
委
員
長
に
堀
内
健
二

郎
氏
(
板
橋
区
)
、
副
委
員
長
に

柄
沢
良
樹
氏

(八
王
子
市
)
を
選

出
し
た
。

第
二
回
蚕
員
会
は
凶
月
二
十
H

に
開
催
さ
れ
、
第
三
七
二
回
(
臨

時
)
代
議
員
会
に
お
け
る
役
員
等

の
選
挙
に
つ
い
て
審
議
、
①
次
第
、

日
開
細
同
の
確
認
、
②
代
議
員

・

予
備
代
議
員
の
確
認
、
③
候
補
者

の
惟
認
お
よ
び
候
補
者

一
覧
表
記

載
順
序
の
確
定
、
④
投
票
同
紙
お

よ
び
投
票
用
紙
記
載
順
序
の
確

定
、
⑤
選
挙
立
会
人
の
選
任
、
⑤

役
員
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
上
の

注
意
事
項
の
確
認
、
⑦
選
挙
日
程

詳
細
の
確
認
、
⑧
機
器
に
よ
る
集

剖
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。

役
員
選
挙
は
、
同
月
二
十
八
H
、

日
本
医
師
会
小
諸
望
で
実
施
さ

れ、

一
一
回
記
載
の
と
お
り
当
選
人

が
鷺
止
し
た
。

••• 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

委
員
長

屈
内
健
二
郎(

板
橋
区
)

沼
沢
良
樹

(
八
王
子
市
)

日
本
の
予
防
接
種
事
業

推
進
に
つ
い
て
思
う

.ニつ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
公
費
負
担
に
な

る
こ
と
が
決
定
し
た
が
、
供
給
数
の
不
足
や

ら、
被
接
種
者
が
亡
く
な
る
な
ど
、
前
途
多
難

で
あ
る
。
予
防
接
種
事
業
が
後
退
す
る
の
が
不

安
で
あ
る
。

副
委
員
長

委
員

島
田
和
彦
(
浅
草
)

林
久
太
佳
(
神
田
)

魚
住
英
(
打
東
区
)

清
水
嘉
門
(
葛
飾
区
)

μ田
元
比
古
(
杉
並
医
)

同
羽
正
雫
(
新
宿
区
)

久
保
出
和
博
(
蒲
田
)

よ
竹
将
夫
(
品
川
町れ)

水
庭
弘
進
(
寓
畠
区
)

鈴
木
昌
和
(
北
多
摩
)

落
ム
ロ
和
彦
(
慈
恵
)

大
塚
邦
明
(
女
子
医
大
)

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 
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千
代
田
区

医
師
会
長

池:;

昭き
夫お

思

罪

①
昭
和
十
八
年
二
月
五
日

②
日
本
大
ヤ
庚
学
部

③
千
代
田
区
医
師
ム

J

畠
事
、
同
劃
会

長
、
都
医
代
議
員

④
ゴ
ル
フ

⑤
誠
実

港

区

医
師
会
長

河;

(原ら
胃
腸

苧 j~五f
循 l口i
環
29 
科

内
和↓

タト
和}

文

京

区

医
師
会
長

熊;
谷f

①
昭
和
十
二
年
九
月
七
円

②
横
浜
市
立
大
学
医
学
部

③
港
灰
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
廃
代
議
員

④
読
書
、
庭
い
じ
り

⑤
見
義
不
為
無
勇
也

義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
な
き
な
り

孔
子

み
ど
り

(
眼
科
)

①
脳
和
二
十
」
一年

一
月

J

一
十
七
日

②
脳
和
大
学
医
学
部

③
文
京
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
次
世
代
育
成
文
援
委
員
会
委

員
長
、
同
代
議
員
、
同
学
校
医
会

理
事
、
同
学
校
医
会
会
報
編
集
委

員
会
委
員
長
、
日
医
広
報
委
員
会

委
員
、

H
本
眼
科
医
会
代
議
員

④
ゴ
ル
フ
、
読
書

⑤
誠
実

①
生
年
月
日

68 

浅

草

医
帥
会
長

佐
々
木

聡:

(
眼
科
)

①
昭
和
三
十
四
年
六
月
三
十
日

②
福
島
県
立
庚
科
大
学

③
浅
草
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
予
備
代
議
員

④
楽
揖
演
奏

⑤
点
的
石
を
穿
つ

73 

足
立
区
医

師

会

長

須す

員藤:

省秀:
重明:
器 -
内
科

皮
門
科

63 

新
宿
区
医

師

会

長

木
島;

①
昭
和
二
十
九
年
三
月
十
七
日

②
濁
協
医
科
大
学

③
足
立
区
医
師
会
坦
事
、
同
監
事
、

同
副
会
長
、
都
医
医
療
開
発
委
員

会
香
貝
、
同
代
議
員
、
東
京
内
科

医
会
常
任
瑚
事
、
白
木
臨
床
内
科

医
会
研
修
惟
進
委
員

④
音
楽

⑤
敬
聴
と
対
話

冨ふ
(士じ
;雄ぉ
脅需
科

①
昭
和
十
六
年
七
月
二
十
日

②
福
島
県
立
医
科
大
学

③
新
宿
区
医
師
会
珂
事
、
都
庚
公
衆

衛
生
委
員
会
委
員
屋
、
同
代
議
員
、

ト
東
京
都
国
民
健
康
保
険
要
u会
審

金
委
員
会
会
長
代
行
、
新
宿
区
教

育
委
員
会
委
員
長

④
ゴ
ル
フ
、
園
長

⑤
初
、
位
」
ゆ
る
べ
か
ら
ず

51 57 69 

②
最
終
卒
業
校

渋

谷

区

医
師
会
長

豊
田

中

野

区

医
師
会
長

竹;
下;

杉

並

院

医
師
会
長

藤:
多た

③
略
歴

④
趣
味

道:
明:

(
内
科
)

①
悩
和
二
十
五
年
十
二
月
三
十
回

②
台
林
大
学
医
学
部

③
渋
谷
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
代
議
員

④
ゴ
ル
フ

⑤
和t免 と

1/1: し

文;

(内
科
)

①
昭
和
二
十
三
年
七
月
十
六
日

②
東
京
医
科
大
学

③
中
野
区
医
師
会
理
事
、
日
副
会
長
、

都
医
地
域
医
療
推
進
委
員
会
副
委

員
長
、
同
生
活
羽
田
慣
病
対
策
委
員

会
委
員
長
、
同
代
議
員

④
ラ
グ
ビ
ー
、
シ
l
カ
ヤ
ッ
ク

⑤
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん

な
は

一
人
の
た
め
に

不日:
義:

(
内
科
)

①
昭
和
二
十

一
年
十
二
月
十
二
回

②
日
本
大
学
医
学
部

③
杉
並
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
代
議
員

④
ゴ
ル
フ

⑤
ベ
ス
ト
を
尽
く
す

60 62 64 
⑤
好
き
な
言
葉

品

川

区

医
師
会
長

※
来
月
号
に
も
続
き
ま
す

=と よ
口 L

盆田だ
汗手
外 ー」 み

i夫お
っー

エノ

ン
科 75 

①
昭
和
十
一
年
二
月
十
九
日

②
H
本
医
科
大
学
大
学
院

③
品
川
区
医
師
会
開
事
、
同
副
会
長
、

都
出
ビ
ル
診
蹟
所
検
討
委
員
会
委
員

長
、
同
代
議
員
、
円
医
予
備
代
議
員

④
ロ
l
ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
秘
湯
め

ぐ
り
、
料
用

⑤
和
、
自
然
休

大

森

医
師
会
長

| エイズ検査・相談 | 

金
子

則:
彦:

66 

(
整
形
外
科
)

①
昭
和
十
九
年
十
月
二
十

②
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

③
大
森
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
休
H
・
全
夜
間
診
療
事
業
実

施
対
策
協
議
会
委
員
、
同
代
議
員

日

日時砂[月~金]午後3時30分"'7時30分
[土 ・日]午後1時"'4時30分

場所砂東京都南新宿検査・相談室

渋谷区代々木2・7・8
東京南新宿ピル3F
(JR新宿駅南口徒歩3分)

申込惨①電話予約

[月~金]午後3時30分"'7時
[土・日]午後1時"'4時30分

① インターネット予約(機帯電話のみ可)

http://www.tmsks.jp 

TEL:03-3377 -0811 

費用砂無料 ・匿名
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医
療
費
抑
制
政
策
の
影
響

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
理
事
長
赫
彰
郎

民
主
党
政
権
が
誕
生
し
て
か
ら

一
年
半
涯
く
経
過
し
た
が
、
経
済

対
策
、
外
受
問
題
、
歳
入
不
足
、

政
府
と
令
の
問
題
等
多
く
の
難
問

を
抱
え
、
十
分
な
政
策
が
打
ち
出

せ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
た

だ
前
政
権
の
医
療
費
抑
制
政
策
か

ら
の
転
換
は
、
期
待
さ
れ
た
λ
幅

な
改
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
評

価
は
で
き
る
。

私
立
医
科
大
学
協
会
の
ま
と
め

に
よ
る
ニ
寸
九
私
立
医
科
大
学
付

属
病
院

(分
院
を
《
む
)
帰
属
収

入
・
消
員
支
出
差
額
推
移
を
見
て

も
、
平
成
十
三
年
度
は
二
十
九
大

学
合
計
一

O
七
億
円

(
平
均
三

・

七
億
円
)
の
亦
字
、
同
十
八
年
度

は
二
八
O
億
円
(
平
均
九
・七
億

円
)
の
赤
字
と
な
り
、
二
十
九
校

中
黒
字
は
八
校
の
み
だ
っ
た
。
そ

の
中
に
あ
っ
て
、
私
。
医
科
大
学

の
多
く
は
分
院
を
持
ち
、
医
療
過

疎
地
域
で
あ
る
千
葉
県
、
埼
Z
h
一県、

茨
城
県
、
岩
手
県
、

三
重
県
等
で

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
が
、

多
く
は
厳
し
い
経
営
を
余
、
憾
な
く

さ
れ
て
い
る
。

国
公
私
立
医
科
λ
学
は
尾
質
な

医
師
を
育
て
る
教
育
機
闘
で
あ

り、

地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
高

度
先
進
医
療
を
担
う
診
療
機
関
で

も
あ
り
、
ま
た
先
端
的
研
究
成
果

を
発
信
す
る
研
究
機
関
で
も
あ

る
。
大
学
病
院
は
医
療
の
中
核
で

あ
る
と
同
時
に
、
最
後
の
砦
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
た
め

ダ
。
さ
て
今
回
紹
介
す
る
亦
坂

ル
l
ト
は
い
ハ
本
木
ヒ
ル
ズ
を
出

発
し
て
乃
木
坂
、
ト
亦
坂
、
赤
坂

見
附
、
青
山

一
丁
目
を
回
り
、

港

区

ミ

ュ
ニ
テ
ィ

l
パ

ス

「
ち
い
ば
す
」
。
誕
生
は

ニ
O
O四
年
十
月
で
す
。
こ
の

パ
ス
は
路
線
沿
線
の
小
中
学
生

の
ア
イ
デ
ア
を
基
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
か
わ
い
弓
し
い
パ
ス

で
、
子
供
た
ち
に
も
人
気。

何

せ
一
律
百
円
。
小
学
生
以
卜
の

子
供
は
大
人
一
人
に
っ
さ
タ

人気のコミュニティーI~ス

-E霊童霊盟E霊翠盟・・

港区コミュニティーパス
「ちいばす」
~赤堀ルートに乗って

に
、
診
療
に
コ
た
る
十
分
な
専
門

医
師

・
専
門
看
護
師

・
専
門
岐
師

等
の
人
的
資
源
、
最
新
鋭
の
診
療

機
器
を
投
入
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
私
立
医
科
大
学
で
は
、
大
学
連

蛍
賀
の
八
制
定
く
は
病
院
収
入
に

依
存
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て、

医
療
費
抑
制
政
策
は
大
学
病
院
の

収
支
を
悪
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、

大
学
運
常
を
大
変
厳
し
い
状
態
に

追
い
込
ん
だ
。

乙
の
度
の
平
成
二
十
二
一牛
度
診

療
報
酬
改
定
で
は
、
財
源
問
題
か

色
当
初
に
主
張
し
て
い
た
十
分
な

「医
療
費
全
体
の
底
上
げ
」

と
は

ま
た
六
本
木
ヒ
ル
ズ
へ
と
帰
っ

て
く
る
パ
ス
ル
l
ト
口

開
発
点
六
本
木
ヒ
ル
ズ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
、
ホ
坂
サ
カ
ス
、
乃
木

神
社
、
赤
坂
日
枝
神
社
、

豊
川
稲
荷
な
ど
が
含
ま

れ
、
ど
こ
も
業
し
く
過
ご

せ
ま
す
。
大
人
二
人
な
ら

一
円
か
け
て
巡
る
の
も
お

勧
め
。
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で

映
画
を
い
兄
て
食
事
、
そ
の

後
神
社
溜
り
な
ど
は
い
か

が
で
す
か
?
乃
木
坂
駅

前
郵
便
眉
で
降
り
て
乃
木

神
社
、
そ
の
後
、
赤
坂
小

で
再
び
乗
っ
て
山
土
卜
の

赤
坂
田
校
神
社
へ
。
最
後

は
曹
川
稲
荷
へ
。

な
ら
な
か
っ
た
が
、
一
つ
の
重
点

課
題
「
救
急
、
産
科
、
小
児
、
外

科
等
の
医
療
の
再
建
」
と
「
病
院

勤
務
医
の
負
担
軽
減
」
を
悩
先
的

に
取
り
よ
げ
、
種
々
の
対
応
が
取

ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
は
一
定
の

評
価
を
し
た
い
。
私
守
医
科
大
学

協
会
に
よ
る
今
回
の
診
療
報
酬
改

定
の
影
響
調
査
に
よ
る
と
、
四
ー

六
月
(
対
二
十
一
年
度
比
)
の
稼

働
額
を
対
象
と
し
た
柏
出
で
は
、

本
院
、
分
院
を
A
H
め
東
日
木
ブ

ロ
ッ
ク
十
八
私
立
医
科
大
学

・

五
十
九
病
院
の
平
均
外
来
稼
働
額

は
1
0
6・l
物
、
診
療
単
価
は

1
0
4・
7
俗
、
入
院
総
働
額
は

1
0
7・
4
俗
、
診
療
単
例
は

1
0
5・
5
物
と
科
干
」
上
昇
し
て

い
る
。
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
十

一
私

立
医
科
大
学

・
十
九
病
院
に
お
い

て
も
同
様
な
結
果
だ
っ
た
。
今
同

の
改
定
で
は
、
大
学
病
院
の
医
療

の
質
の
向
上
と
疲
弊
し
た
地
域
医

療
の
立
て
直
し
に
は
不
十
分
で
、

小
さ
な
お
/
十
J

さ
ん
が
い
る
方

に
お
勧
め
の
場
所
は
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
。
槍
附
公
園
が
あ
り
、
走

り
回
れ
る
し
、
お
弁
当
を
買
え

ば
芝
生
の
上
で
食
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
お
弁
当
を
売
る
お

開
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
豊
富

な
種
類
か
ち
選
ぶ
こ
と
が
可

能
。
兄
弟
で
意
同
か
分
か
れ
て

も
こ
れ
だ
け
開
類
が
あ
れ
ば
大

人
夫
!

ピ
ク
ニ
ッ
ク
シ
l
ト、

水
筒
を
持
参
し
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク

感
覚
で
ど
う
ぞ
口
お
弁
当
は
地

下
一
階
の
プ
レ
ッ
セ
や
ガ
レ
リ

ア
に
悦
ぶ
お
自
で
お
好
き
な
も

の
を
口
さ
ま
ざ
ま
な
お
弁
当
が

並
び
、
選
ぶ
だ
け
で
楽
し
い
で

す
よ
。

(港
区
医
師
会

・山中嶋
草づ
いJ)

民
主
党
政
権
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

示
し
た
「
医
療
費
を
対
G
D
P比

で
O
E
C
D加
問
国
平
均
ま
で
引

き
ト
ぃ
げ
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

知ってますか?

ポストトラウマティックプレイ
(PTSP) 

大地震による大津波で建物が破壊

され、人や車が流される光景を目に

した子供たちが、その時のシーンを

遊びの中で機械的に繰り返し再現す

ることをポス卜卜ラウマティックプレ

イと呼ぶ。遊びに展開がなく遊ぶ子

供に表情がないといった特徴があ

るo休憩をすすめたり、ヒーロー等

を登場させ遊びが展開するような介

入が大切であるD

掲干さ
40歳からの '....司車産
糖尿病との上手デ~ _-_司

つき合い方
佐原正弘脊(練馬1，(阪師会)

著
者
は
東
京
内
科
医
会
開
会
畳
お
よ
び
、
東
京
都
糖
尿
病
協

会
会
長
で
あ
り
、
講
演
会
、
講
習
会
等
で
直
接
お
話
を
聞
か
れ

た
先
生
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

内
容
は
糖
尿
病
に
つ
い
て
原
因
と
審
法
(
ニ

O
一

02月

の
診
断
基
準
の
改
定
も
含
め
て
《
併
由
化
、
効
果
の
あ
る
食
事
法
、

運
動
法
、
治
療
曲
目
等
に
つ
い
て
述
べ
ち
れ
て
い
て
、

食
品
交
換

表
に
沿
っ
た
厳
選
レ
シ
ピ、

運
動
療
法
の
か
ん
た
ん
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
も
つ
い
て
い
て
便
利
で
あ
る
。

さ
ら
に
治
療
薬
の
項
で
は

最
新
の
D
P
P
1
4
山
苫
薬
や
G
L
P
l
l
ア
ナ
ロ
グ
に
も
触

れ
て
い
る
。

本
書
は
円
本
糖
尿
病
学
会
編
の
「
糖
尿
病
治
撹
ガ
イ
ド
」
を
一

般
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
し
て
文
庫
本
サ
イ
ズ
に
し
た
も
の
と

い
え
る。

一
般
向
け
で
は
あ
る
が
、
内
需
に
つ
い
て
も
か
な
り

詳
し
い
と
こ
ろ
ま
で
脅
か
れ
て
い
る
た
め
、
医
師
が
読
ん
で
も

十
分
に
知
識
の
盤
理
に
役
立
つ
も
の
と
思
う
。

発
行
V
側
中
経
山
版

価
格
V
ぃハ
R
O円

転校の理由は個人によってさまざまです。

先ずはご相談くださし、。

本校では、「環焼を変えて頑張ろうリという、

やる気のある生徒を受け入れています。

，.¥aB英品写替校
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市会 渡遺光明 平成の卯年ヘ

卯年生まれの私がこれまで兎に対してしたことは、飼った、食べた、

泣かせた、この3つに尽きる。

飼ったのは戦争末期、母と姉2人が疎開していた信州、湯田中温泉

で、当時私は学徒動員先の農家で肋膜炎を発症し、在学中の東京の

大学病院に入院、小康を得て退院後を母のもとで静養に努めている

ときだった。

雪は深くても空襲のない星の美しい信濃に来て、長い時間私を苦

しめた熱は嘘のように下がり、日ごとに力が戻るのを感じていた。

そんなある日、母屋の男の子一小学2年生で名を保(たもつ)といっ

たーが両手のひらに小さな兎の子を載せてきた。「父ちゃんが兄ちゃ

んにあげるってjそれは本当に兎かと疑うほど小さくて、ポケットに

そのまま入りそうで、どんな人形より可愛らしかった。

兎は毎日青草を食べる。その日から毎朝の草刈が私と姉たちの仕

事になった。保ちゃんがついてきて兎の好きな草、食べない草、その

ありかなどを事細かに教えてくれる。

兎の赤ちゃんは驚くほど草を食べて、日に日に大きくなっていった。

手に持った草の束に跳びついてきて食べるのである。そのまま手を上

げていくと兎も顔を上げていって、しまいには伸び、上がって後ろ足2

本で立ち上がる。そこをもう少し上にあげていくと、耐えかねてころっ

と仰向けに転がってしまう。起き直ろうと四肢を宙に上げaて必死にち

がく様がなんとも可愛くて、保ちゃんも交えて何度も繰り返しては

笑った。

否の実が終わり、郭公の声が野に留し、さく5んぼ‘が過ぎ、林檎が

赤くなる頃、手のひらに載った兎の子は櫨の天井に頭が届くまでに成

長した。保ちゃんのお父さんが見に来て、「もういつでち食べられる

よJと事もなげに言うのに私たちは絶句した。食べるなんて、そのた

めに飼ったのではない。絶対に食べない。見色めるような八つの砕を

避けて彼は保ちゃんに目を向けJ動物はな、人に食べられれば成仏

するんだよJと静かに言った。

「いやだよ、モーラシイょう(可哀そうの意)ジョウブツなんかいら

によう、モーラシイょうJと泣き続ける保ちゃんの声に僻易したのか、

食べる話は二度と出なかった。

それから間もなく夜の聞に兎が逃げた。あの話が聞こえたのだと私

たちは思った。淋しくなったけれど食べられなくてよかった、とむし

ろ安堵したのだったが。

しかし私たちは食べたのである。知らないで食べてしまったので

ある。

正月も近くなって父が東京から来た目、母屋の親戚筋にあたる町の

肉屋から「旦那さんから来55った(こられた)からJと

鶏肉の差し入れがあった。久しぶりに家族5人が揃って

囲む鶏鍋は旨かった。その鶏がもしかして兎ではなかっ

たのか、と思い始めたのはその2~3日後だ。きっかけ

は隣家の少女が飼っていた兎がいなくなって泣いてい

る、と聞いたことだった。東京の鶏より水っぽい、といっ

た姉の言葉も気になって、あれはもしかして兎の肉だっ

たのではないか、両家の兎を交換して肉屋を通じて再

配分したのでは怠いか、という疑問が生じた。姉たち

はどう思っているのだ、ろう。聞いてみたいが聞くのち

恐い。聞かす、言わないままに、その思いは刺のように

と、こかにひっかかっていて、いまだに鶏肉を食べると

き、ちくりと刺すのである。

泣かせた、は医局ヘ入ってから実験用の兎に注射を

した時のこと。 泣かないと思っていた兎の、きいとい

うようなかすかな声を聞いた。ごめんね、と言いながら、

人間の身勝手というか、思い上がりを恥じないではい

られなかった。

以上、兎への峨悔だが、今、平成の卯年に当たって

強く思うのは、ペットとして飼った動物を食べなけれ

ばならぬような世を、二度と作つてはならないという

ことだ。今もこの地球のどこかで起きている戦の映像

に幼子が出てくるたびに、私には「モーラシイょう」と

泣いた保ちゃんの声が重なって聞こえるのである。

アルトサックス 80才のわたくし 板橋区医師会初海 茂 (西東京市医師会報第37号から抜粋)
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( 眼科感染症における留意点 t 
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委
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東京都の感染症サーベイランス事業において、眼科疾患で

対象となっているのは「急性出血性結膜炎」と「流行性角結膜

炎」で、いずれも感染症法における五類感染症定点把握疾患

に指定されているD

急性出血性精膜炎は、エンテロウイルス70もしくはコク

サツキーウイルスA24変異株を原因とするウイルス性結膜炎

で、球結膜下出血が特徴であるo1990年代に沖縄や大阪で流

行があって以来、最近では発生が少なく、感染症サーベイラ

ンス週報でも定点あたり 0.1人を割った数字が続いているO

流行性角結膜炎はウイルス性結膜炎で、通称「はやり目」

と言われるほど感染力の強い疾患である。最近では通年↑テーに

発生し、 2010年は0.46人/週/定点だった。本症の原因はア

デノウイルスCAdV)だが、このところ流行型が変化している

ことで注目されているo1955年に原因はAdV8型である乙と

が判明し、長ちく主原因となっていたが~'\ 1990年代になって

AdV19型が多くなり、 2000年代に入ってからはAdV37型が台

頭し8型は見られなくなってしまった。2009年でも、東京都

の眼科定点より搬入された本症の結膜ぬぐい液から同定され

たAdVは、そのほとんど、が37型だった。AdVは遺伝子の組み

換えにより新型ができやすいらしく、最近、 AdV53、54、56

型といった新しい型を原因としたものが発見された。今後の

流行がどうなるか分からないが、原因となるAdVが多様化し

ていることは間違いなく、その拡大には十分な注意を払う必

要があると出われるo (文責 ・福岡敬雅)

•••••••••••••• 
ラジオを聴きませんか?

は
じ
め
に
こ
の
度
の
前
円
木
大
崖
災
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
被
災
地
の
一
口
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

さ
て
筆
者
は
ラ
ジ
オ
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。

も
ち
ろ
ん
テ
レ
ビ
も
好
き
で
す
が
、
ラ
ジ

オ
と
過
ご
す
時
間
の
方
が
多
い
で
す
。
朝

は
枕
元
の
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
始
ま
り
、

医
院
の
準
備
は
ポ
ケ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
を
イ
ヤ

ホ
ン
で
聴
き
な
が
ち
進
め
ま
す
。
昼
休
み
や

夕
食
の
後
に
書
類
を
書
い
た
り
、
メ
ー
ル
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い

る
と
き
も
傍
ら
で
は
ラ
ジ
オ
が
嶋
っ
て
い

ま
す
口
車
で
も
C
Dよ
り
も
カ
l
ラ
ジ
オ
で

す
。
就
寝
時
も
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
い
つ

の
間
に
か
眠
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

軍
省
に
と
っ
て
の
ラ
ジ
オ
は
、

一
昔
前
は

歌
謂
向
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
知

る
手
段
で
あ
り
、
勉
強
の
友
で
あ
る
深
夜

. 

放
送
で
し
た
。
最
近
の
番
組
は

一
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た
リ
ス
ナ
ー
か
ら

の
便
り
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
を

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
紹
介
し
な
が
ち
進

行
す
る
も
の
が
E
夜
共
に
主
流
で
す
。
そ

れ
に
加
え
定
番
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
、
ス
ポ
ー

ツ
中
継
、
音
楽
、
演
芸
な
ど
他
極
に
わ
た
っ

た
内
容
で
楽
し
む
乙
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
今
般
の
麗
災
の
よ
う
な
非
常
時

に
お
い
て
も
、
ラ
ジ
オ
は
心
効
な
情
報
を
得

ら
れ
る
手
段
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
心
の
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
電
源
は
A
C、
電
池
の
他
に
手
巻
き
や

ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る
発
電
が
使
同
で
き
る
も

の
も
あ
る
の
で
便
利
で
す
。
ま
た
パ
ソ
コ
ン

で
も
聴
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
是
非

一
日
の

時
閣
の
少
し
だ
け
で
も
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
て
み
て
下
さ
い
。

(沼
合
)

労働衛生コンサルタント
受験準備講習会

第16園地域連携
がん診療セミナー

第94回慶慮義塾大学医学部
生涯教育研修セミナー

日本労働安全衛生コンサルタント会

TEL:03・3453・7935
FAX: 03-3453-9647 
URL: http://www.jashcon.or.jp 

日時惨7月21日(木)~22 日 (金) 9時30分~

16時30分
海所炉建築会館ホーjレ(港区芝5-26-20)

鼠演'①「労働衛生一般」加部勇(古河電工(紛産

業医)②「労働衛生関係法令J後藤博俊(他日本労

働安全衛生コンサルタント会顧問)③「合格体験発

表」前年度合格者

定員惨 100名(先着順)

5量調関 ~ 30 ， 000 円(テキスト代男IJ)

申込期限炉7月8日(金)

間
含
先

日本大学板橋病院がん相較支援センター

(板橋区大省口上町30・1)
TEじ03-3972・8111(内線3169)
E-mail: gansien@med.nihon-u.ac.jp 
URL: http://www.med.nihon-u.ac.jpf 

hospital/itabashi 

日時炉7月20日(水)19時~20時40分

場所砂日本大学医学部リサーチセンター4Fホール・2日対縁者砂医療従業者

.1JO.~無料

座長惨高橋悟(日本大学医学部附属板橋病院泌尿器科部長)

鴎 潰 惨① 「腎癌の診断と治療」川田望(駿河台日本大

学病院泌尿器科部長)② 「皮膚悪性腫場一メラノーマづ

稲冨徹(日本大学医学部附属板橋病院皮膚科外来医長)

取得単位惨日医生涯教育制度1.5単位

間

晃

目時砂6月25日(土)15時~18時 10分

泊所砕八イアッ卜Ijージ、工ンシー東京(新宿)地下1階「ク

リスタルルーム」

間演会怪 「スポーツ医学J
モデレーター惨松本秀男(度目撃義塾大学医学部スポーツ医学総合

センター教授)

筒演砂① 「スポーツ医学って何だ」松本秀男(慶謄義塾大学

医学部スポーツ医学総合センター教授)② 「スポーツ医学内科的

アプローチ」石田浩之(慶慮義塾大学スポーツ医学研究センター

准教授)③「スポーツ傷害における整形外科的アプローチ

ー膝関節を中心lこ一」二木康夫(慶慮義整大学医学部整形外科

講師)

・1JD.~無料
取得単位惨日医生涯教育講座参加証交付3単位

麿慮義塾大学医学部総務課内

生涯教育研修セミナー事務局

TEL:03・5363・3611

問

実
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EE宮市宮宰寄71室主百ヨ新宿明治安田生命ホール

女
性
の
泌
尿
器

骨
盤
底
の
診
療

東
京
都
医
師
ム
重
事

十込ロフ

東
京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー

骨
盤
底
機
能
再
建
診
療
部
教
授

巴

ひ

か

る

午後1時 30分'"'-'4時30分

座
長

I DJ ~ 

• 間

昭

三
井
記
念
病
院

産
婦
人
科
/
骨
盤
底
婦
人
科
医
長

中

田

真

木

平成 23年 6月2日(木)

新宿明治安田生命ホール

(新宿区西新宿山)
TEL: 03-3342-6705 

日時

場所

JR新宿駅西口

U本医師会生涯教育制度 3.5単位
カリキュラムコード、5、13、19、23、55、65、82
U木内科学会認定

総合内科専門医更新単位 2単イウ

JR新宿駅・西口正面明治安田生命新宿ピル 81

干160・0023 東京都新宿区西新宿 1-9-1
TELIホール専用:03・3342-6705FAX/ホール専用 03-3342-1943

尿
失
禁
と
過
活
動
腸
脱

成
人
女
性
の
四
人
に
一
人
は
尿
失
禁

を
経
験
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。女
性
の

尿
失
禁
の
約
初
物
が
腹
庄
性
尿
失
禁
、

日
必
が
切
迫
性
尿
失
禁
で
、
両
者
を
合

併
す
る
混
合
性
尿
失
禁
も
多
い
。

腹
斥
性
尿
失
禁
は
山
川
産
、
肥
満
な
ど

に
よ
る
骨
盤
底
の
障
害
が
主
な
原
因

で
、
政
ゃ
く
し
ゃ
み
、
運
動
な
ど
の
腹
圧

時
に
尿
が
漏
れ
る
。
治
療
に
は
骨
韓

底
筋
訓
練
、
減
量
、
β
2刺
激
薬
、
手
術

が
あ
り
、
中
部
尿
道
ス
リ
ン
グ
手
術
の

T
V
T手
術
や
T
O
T手
術
が
有
効
で

あ
る
。

彦

画哩午後 l時 00分 '"'-'1時 30分

『臨床医のための

排尿障害最新治療マニュアル J
慌修 :信州大学院学部泌尿器科教室教授

西海

先
生

先
生

理先生

東京都医師会

アステラス製薬株式会社~空

巴
ひ
か
る
先
生

尿
意
切
迫
感
が
あ
っ
て
頻
尿
や
夜
間

瀬
尿
を
伴
『
つ
自
覚
症
状
応
候
群
を
泊
活

動
勝
脱
と
い
い
、
女
性
で
は
そ
の
約

ω物
で
切
迫
性
尿
失
禁
を
伴
う
。
治
療

に
は
過
剰
な
飲
水
や
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂

取
制
限
、
蹄
脱
訓
練
や
骨
盤
底
筋
訓
練

が
あ
る
が
、
第

一
選
択
は
抗
コ
リ
ン
柴

で
あ
る
。
ま
た
蹄
脱
腐
や
子
宮
口
脱
な
ど

骨
盤
臓
需
脱
の
約
印
偽
で
過
活
動
勝
脱

を
呈
す
る
が
、
多
く
は
骨
盤
臓
出
脱
の

治
療
に
よ
り
消
火
す
る
。

圭
昌
脱
と
骨
盤
底
一弛
緩
の
諸
症
状

中
田

真
木
先
生

子
宮
脱
(
女
性
性
器
脱
、
骨
盤
臓
需

脱
)
と
は
、
妊
娠
出
産
や
加
齢
に
よ
っ

て
骨
盤
の
出
口
の
線
維
組
織
や
筋
が
弱

く
な
り
、
子
宮
や
骨
盤
臓
器
が
下
へ
落

ち
込
む
病
態
で
あ
る
。
顕
著
な
下
垂
や

脱
出
に
至
る
前
か
ら
、
骨
盤
底
や
尿
道

周
囲
の
支
持
力
不
足
は
起
こ
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
下
部
尿
路
の
木
具
合

は
下
垂
や
脱
出
に
先
行
し
て
発
現
し
、

手
術
を
考
-
え
る
前
に
長
い
病
悩
の
期
聞

が
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
手
術
治

療
の
後
に
は
、
排
尿
面
だ
け
で
な
く
骨

盤
底
の
祐
症
状
が
全
般
的
に
改
書
さ
れ

る
。骨
盤
底
深
部
の
重
苦
し
さ
が
と
れ
、

木
人
は
『
身
体
が
軽
く
な
っ
た』

『股

痛
が
と
れ
た
』
な
ど
、
周
囲
の
人
は
『
姿

勢
が
よ
く
な
っ
た
』
な
ど
と
評
価
す
る

こ
と
が
多
い
。
子
宮
脱
や
骨
盤
底
弛
緩

に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
経
時
的
話

相
を
意
識
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

過活動勝脱治療剤(コハク酸ソリフェナシン錠)実面亙E両面

、7ベシケアOD22日
ぬ sico阿

astellas 

.r効能・効果Jr用法・用量Jr禁忌を含む使用上の注意」等につきましては、製品添付文書をご参照ください。
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新宿明治安田生命ホール

悪
性
リ
ン
パ
腫
の

治
療
の
進
歩

)1原
天
堂
木 裏

向 学 尽
液底 都
内 学 医
科部 唄
教附 語

小授属 弦望
)1慎事

松 重
医
院

午 後1時 30分"-'4時30分

座
長

り

間

昭

則

夫

先
生

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

副
院
長

平 成23年 6月9日(木)

新宿明治安田生命ホール

(新宿区西新宿山¥
TEL: 03-3342-6705 ) 

日時

場所

JR新宿駅西口

U木 |実師会件再教育制度 3.5単位

カリキュラムコード 2、10、15、22、25、28
白木内科学会認定

総合内科専門医更新単位 2単位

JR新宿駅・ 西口正面 明治安田生命新宿ピル 61
干160-0023 東京都新宿区西新宿 1-9・1
TEνホール専用:03・3342-6705FAX/ホール専用:03-3342-1943

飛

内

賢

正

先
生 彦

属板丙午後I時 00分 "-'1時 30分

『ワーファリンを正しく

服用していただくために j
監修:大阪醤察病院心臓センター部長平山篤志先生

会
社

医師
株式会

京都
ー ザイ

東
エ

悪
性
リ
ン
パ
腫
の
診
断
に
つ
い
て

小
松
則
夫
先
生

悪
性
リ
ン
パ
腫
は
全
身
の
リ
ン
パ
組

織
か
ち
発
生
す
る
悪
性
腫
婦
で
、
病
理

組
織
学
的
所
凡
か
ら
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ

腫
と
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
に
大
別
さ

れ
る
。
入
門
十
万
あ
た
り
の
年
間
の
売

症
数
は
十
人
で
、
こ
れ
は
子
宮
頚
癌
と

同
程
度
で
あ
り
、
決
し
て
稀
な
疾
患
で

は
な
い
。
高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
臓

出
・
部
位
に
発
止
い
す
る
た
め
、
専
門
領

域
を
問
わ
ず
多
く
の
臨
床
医
が
遭
遇
し

う
る
氏
出
と
い
え
る
。
木
講
演
で
は
、

は
じ
め
に
臨
床
医
が
「
こ
れ
だ
け
は

知
っ
て
お
き
た
い
悪
性
リ
ン
パ
開
の
某

礎
知
識
」
に
つ
い
て
述
べ
、
実
際
の
臨

床
例
を
呈
示
し
な
が
ち
、
ど
の
よ
う
な

堀
《
に
思
件
リ
ン
パ
腫
を
疑
う
べ
き

か
、
そ
の
際
に
ど
の
よ
う
な
検
査
を
す

べ
き
か
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
血
液
↑
専

門
医
に
紹
介
す
べ
き
か
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
下
ん
ん
で
あ
る
口

悪
性
リ
ン
パ
腫
治
療
の

最
近
の
動
向

悪
性
リ
ン
パ
開
は
リ
ン
パ
球
に
由
来

す
る
腫
縛
形
成
性
悪
性
腫
窮
の
総
称
で

あ
り
、
リ
ン
パ
性
白
血
病
と

一
部
病
態

が
重
複
し
、
血
液
腫
寝
中
最
も
患
者
数

が
多
い
D

ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
(
約

ω偽
)
と
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
(
約

ω物
)
に
大
別
さ
れ
、
非
ホ
ジ
キ
ン
リ

ン
パ
蹄
の
半
数
弱
は
リ
ン
パ
節
以
外
の

臓
器
に
発
牛
い
す
る
。
全
身
の
ほ
ぼ
全
て

の
臓
需
に
発
生
し
う
る
た
め
、
悪
性
リ

ン
パ
腫
の
患
者
は
あ
ち
ゆ
る
診
療
科
を

飛
内
賢
正
先
生

受
診
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
悪
性
リ
ン

パ
腫
は
数
十
種
煩
に
比
ぶ
疾
串
単
位
の

総
称
で
あ
り
、
選
択
し
う
る
治
原
も
、

化
学
療
法
、
抗
体
療
法
、
放
射
線
療
法
、

造
血
幹
網
胞
移
植
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
。

ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
開
、
び
ま
ん
性
大

細
胞
割
B
細
胞
リ
ン
パ
輔
、
刊
細
胞
性
リ

ン
パ
開
な
ど
の
代
表
的
な
疾
患
単
位
を

取
り
ト
し
げ
、
標
準
栴
療
と
最
近
の
治
療

の
進
歩
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

[薬価基準収載]

トレアヰシ=仏iill100mg
一般名:ベンダムスチン塩酸塩

-効能・効果、用法・用量及び警告・禁忌を含む使用上の注意等については添付文書を
ご参照ください。

TREAKISYM'骨 Injection

シンパイオ製薬株式会社
東京都港区新橋5-23・7

エーザイ株式会社

東京都文京区小石川4-6-10

TRA1012M02 

佐多

商品情報お問い合わせ先:

エーザイ株式会社お客様ホットライン

函 .0120-419・4979---..-18時(土、日、祝日 9----17時)

製造販売元

販売元
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東京厚生信用組合は

福祉・医薬・医療・環境

衛生の関連事業者の

発展に寄与してまいりますL

東京厚生信用組合は、

医療関連事業を営む皆様を

対象として、1953年に設立された

協同組織の金融機関でございます。

既に各地区医師会で多数の会員の皆様に

ご利用頂いております。これからも、

会員の皆様に密着した金融機関として

努力して参ります。

貴重なお時間を有効にお使い

いただくため、訪問による相談

業務を得怠としております。

町

長

D

捻

札

n
U

け

〉
は

O
O

控

叫

し

nu
・

鎌
一
引
く

QJV

明日ふ之

叫

σ
n
U

創

部

内

L

H

山
本

4
E
E

棚

-
e
n
U

ご融資

・クリニック運営資金

・学術研究資金

・ご子患の教育資金

・記念パーティー等の資金

.お車購入資金

・その他どんな事柄でも

ご相談くださいませ。

医療業界専門金融機関 東京厚生信用組会
本 庖新宿区西新宿6-2-18/浅草支底 台東区駒形1・1-12

小平支唐 小平市美園町1-31-1/育栂支后 青梅市河辺町10-8-3

uト酬EDlCAl.
.議長ゐE23忌カルテ

2ヱ刻bテ

片手でスイスイ操作できるテンキー入力 園田園B

テンキー入力だけでほとんどの作業がこなせます。入力のルールや

略語を箆えなくても、表示画面の該当項目の鍛写をテンキーで選択

するだけで、スピーディーに操作できます。

受{すから診察、会計、レセブトまで
カバーするトータルシステム
受付から診察、会計、レセプトまでトータルにカバー

するレセコン一体型の電菩力ルテ。

院内の運擁やコミュニケーションを円滑にし、総合的

な業務効率化を図ります。

紙力ルテ2君紙イメ一々

Sく5く録作

「ユニ・メデaイ力jレ」

〔fユニ・メディカルjのココがスゴイ!】

初j白書にうれしいガイダンス表示機能
画面のガイダンスに従って録作するうちに、自然に爆作が身につきます。

紙力ルテ2号紙イメー ジの

わかりやすい直面と直感的な

簡単操作で、すぐに使いこな

せます。文亨サイズも大きめ

で見やすく、長時間使っても

疲れません。入力もれを防ぐ自動算定機能
さまざまな自動算定機能で、入力もれや算定もれをくまなくチェックします.

点検作業の効率化と精度向上を実現
レセブ卜点俊ソフト fj高点レセブトJ (オプション)で貨の高いレセブ卜点検。

レセプ卜電算処理システム標準装備(オンライン請求対応)

置き場所を選ばないコンパクトなボディ

( サポートに自信あり!システムの安定稼動とスム引運用をきめ細かω クア以 可
導入時の鶴間指噂からアフターケアまで、レセコン開発m年の実繍あるサポート体制で安幽してお使いいただけます。 11'

u議n額ユニココ
本 社 〒171・0022東京都担島区南池袋2-11-1ユニコンビ/[， 需話 03-5954・7747
関西宮鑓所干550・0014大阪市西区北堀江3-6-8西瞥山ピル 電話 06-65削 -6511
名古屋圏蝿所 干457-0827名古贋市南区北頭町4-72・3 電話 052-619-3150
楠岡困難所 干812-0038福岡市樽事区語園町1-40三井生命福岡属国ピル 喝話 092・283・5808
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地区医師会長からの一言
古古
夢・

日本橋医師会長早川篤正

平成 22年4月より日本橋医師会会長を仰せつかり、 はや1年が経

過しようとしております。まだまだ未熟ですが、地域住民と共に地域連

携を重要視して、皆さまと共に住民の健康・福祉を考えております。

中国・唐時代の医学書に「小医は病を癒し、中医は人を癒し、大医は

国を癒すJと。むろん大医は望んではおりませんが、中医に到達したか

な?と自問している今日この頃です。産婦人科医になり 39年間、 父の

後を継いで 23年間の開業で父から教えてもらった旺門科治療も一応様

になってきたところです。

分娩を取り扱う病院・診療所がここ数年で激減しており、お産ができ

る病院・診療所が見つからないといったととを東京でもあちらこちらで耳

lこしております。 中央区でもご他聞にもれずよ3年前から聖路加国際病

院のみになってしまいました。私も平成 20年4月から分娩を取り扱わ

なくなりました。人口増加の著しい中央区で区民が安心して安全な分娩

ができる産院がないものか?分娩を止めてから患者さんlこ「中央区にお

産するところはないのですかむと私に尋ねたり、また、区への問い合わ

せがひっきりなしと聞いております。数年前よりお産ができる施設がない、

希望する施設があっても予約が一杯で受け付けてもらえないという出産

年代別平均余命恒例~) 難民・お産難民が増えてきております。

年齢 男性 女性

60 22.58 28.12 
61 21.77 27.21 
62 20.96 26.32 
63 20.16 25.42 
64 19.38 24.53 
65 18.60 23.64 
66 17.83 22.75 
67 17.07 21.88 
68 16.32 21.00 
69 15.57 20.14 

平成 20年簡易生命表
(厚生労働省)

現在中央区の人口は約 11万人、 昨年に比べ

約 3，100人 (約3%)の人口増加で、 ここ数年

右肩上がりで増加しております。また、 昨年度

の中央区での出生届は約 1，300超で、やはり

ここ数年 1，000名を越えています。これは喜ば

しいことであります。しかし、 このうち 20%の

みが中央区内でお産ができ、 その他の80%が

区外で分娩先を見つけなければなりません。中

央区で一箇所しかない分娩施設、聖路加国際

病院では年間約 1，000名の分娩を取り扱って

いますが、果たして何%が中央区民でしょうか?これは異常なことです。

人口が増加し、 分娩数も増加しているのに分娩施設が 1件しかありませ

ん。，せっかく中央区の人口が増加を示してきでいるのに、このままだとや

はり人口増加が止まり、 以前のような東京都内で一番老齢化社会のトッ

プu見在は若返り率でトップ〕に逆戻りする可能性が強くなると思います。

子育て支援も大切ですが、まず、 区内で安心して安全なお産ができる

施設を作ることが必要ではないでしょうかつ その次に保育所を増やし、

安心して仕事ができる環境を作ることだと思います。これも子育て支援

ではないでしょうか。妊婦にお金の補助のみしていてもお産が終われば

何もなくなります。乙んな無責任な方法はないと思います。一刻も早く、

中央区民が安心してお産ができる産院を行政と医師会が協力して建てよ

うではないですか。今でも毎日分娩する場所を探している妊婦が後を絶

たない状況です。

さて、私の将来に向かつての夢、私のライフワーク、それは中央区に

産院を造ることです。

日本の妊産婦死亡率および新生児死亡率は世界一、二の低さです。

また、日本人の寿命も世界ーであることと合わせて日本の医療は世界の

トップレベルと評価されていますが、それでも妊産婦死亡率をゼ口には

できません。妊娠分娩は女性の正常な生理現象であるとはいえ、分娩

は母子に危険が及ぶような突発的変化が生じやすく、 救急対応が必要

になる要素を含んでいることを妊婦も学ぶべきであり、産科医も忘れて

はなりません。 一人前の医師を育てるには少なくとも 10年はかかります。

少ない医師で何とか産科医療を支えていくためには、連携のネットワー

ク作りや助産師の増員を図るといった医療体制の整備を含めて、社会

全体の問題として解決していく必要があります。

最後に、第20回生命表〔男〕をご覧になってください。私は現在64歳、

平均余命は 19.38年、あなたはあと何年生きられますか?まだまだい

ろいろできますね 111
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